
○　本校の概要 令和8年3月2日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業
の実施を通して、情報活用能力の
育成を図っている。
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②学校内外での様々な体験活動や
自己評価する習慣づくりを推進し、
自ら考え判断する力や、他者と協
働していく力の育成を図っている。
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③現代社会における地球規模の課
題を自分事として捉え、その解決に
向けて考え、行動する力の育成を
図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な
接続を行うため、保幼小の連携や
小中一貫の視点に立った教育を
行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的
な学びや科学教育を推進し、課題
解決力や新たな価値を創造する力
の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などに
より、英語に慣れ親しみながら会話
をする機会を増やし、英語力やコ
ミュニケーション能力の向上、豊か
な国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の
学習、人権教育を推進し、自分とは
異なる文化や価値観をもつ相手を
理解し、互いに尊重し合う心の育成
を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々
な機会を通して、健康教育や食育
を推進し、基本的な生活習慣の確
立を図っている。
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Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等で
の学習などを通じて継続的に道徳
教育を実施し、豊かな情操や道徳
心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に
応じた学習支援、各種検定の実施
を通して、すべてのこどもに確かな
学力の育成を図っている。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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成果
評価

令和７年度　大田区立大森第十中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・教育目標　：　①　心身ともに健康な生徒　②　自ら学び、解決する生徒　③　自他を大切にし、鍛え合い、高め合える生徒
・特色ある教育活動　：　① 平和教育を通して学ぶ国際教育・人権教育       ②　基礎学力の定着(ICT活用）　③　生徒の主体的な活動とボランティア精神の向上　④　健康教育の充実　⑤　特別支援教育の推進
・指導の重点　：①　生きて働く力の育成　　②　安心・安全な学校　　③　自己肯定感・自己有用感を育む　　④　実感を伴う学び　　⑤キャリア教育の充実　　⑥積み重ねを意識した学習

2

学校関係者記入欄

個別目標１に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者98.3％、生徒97.9.％と高く、
求められる水準を上回っている。
教員の肯定的な評価の割合は
96.1％で、同様に高い水準にあ
る。特に、質問項目の「授業にお
いて生徒に自分の考えをまとめさ
せ、他の人に伝えたり、他の人の
考えを聞く場面を設定している。」
に対する教員の回答は100％で
あった。

教員はＩＣＴ支援員と連携して教材
を工夫し、生徒の興味関心を引く
授業を展開するように努めてい
る。生徒も情報共有ソフト等を用
いて、互いの意見を交換したり、
比較したりしている。また、実験等
の生徒が協働する活動でも、デジ
タルツールを用いてその結果や成
果を考察しまとめる取組を実践し
ている。
ICT機器を効果的に取り入れ、物
事を論理的に、また、科学的根拠
に基づいて思考し、振り返る活動
を行うなど、「主体的・対話的で深
い学び」を実践していることによる
ものと考える。

個別目標２に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者87.1％、生徒91.7.％と高く、
求められる水準を上回っている。
教員の肯定的な評価の割合は
80.4％で、同様に高い水準にあ
る。
特に、「教育活動全般において生
徒に人権尊重・郷土の伝統、異文
化等、お互いが尊重できる教育」
の実施に関する質問項目と「授業
や行事を通して、世界的な視野を
もたせ、戦争や平和について学
ぶ」ことに関する質問項目につい
ては、保護者、生徒、教員の肯定
的な回答はいずれも90％程度と
高い水準にある。
１、２学年の「社会科見学」や３学
年の「長崎修学旅行」等の行事に
おける学習で、平和や人権、ＳＤＧ
ｓや多様性について考えを深める
取組を行ったことが背景にあると
考える。

一方、「学級会活動や英語の授業
で、会話やコミュニケーションを通
して、国際感覚を学ぶ」ことに関す
る質問項目については、保護者と
生徒の肯定的な回答は80％程度
であったが、教員の肯定的な回答
は58.8％と低かった。英語の授業
において実践的な会話やコミュニ
ケーションを図る活動を更に充実
させることや、行事の取組におい
ても、学級活動等で、平和や人権
について国際的な視野をもって考
えを深められる取組を実践してい
くことが課題である。
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個別目標３に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者92.0％、生徒93.5％と高く、求
められる水準を上回っている。教
員の肯定的な評価の割合も
97.1％で、同様に高い水準にあ
る。

特に、「授業を通して得た学びを
定期考査や各種検定に結びつけ
ようとしている」ことに関する質問
項目については、保護者、生徒、
教員の肯定的な回答はいずれも
90.0％を上回っている。英語や数
学で習熟度別少人数授業を展開
し、生徒の個に応じた指導を行っ
ていることや、放課後の「水曜補
習教室」及び夏季休業中や定期
考査前の学習教室など、生徒の
学びを支援していることも成果に
繋がっていると考える。
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・教育目標を目指してほしい。生徒のために努力
している先生方が素晴らしい。
・1月の教科展示を見学させていただきました。掲
示物等は、ICT機器を使って取り組んだ様子がわ
かりました。上手に活用され、生徒たちにも浸透
していると感じました。
・生徒と教職員が適切にコミュニケーションをと
り、課題解決に対し真摯に取り組む姿勢がうかが
えた。　また、生徒は地域と連係することも多く、
生徒の成長の一助となっている。
・評価は適正です。非常に重要な評価項目だと思
いますが、高得点で素晴らしいことだと思います。
今の学校の雰囲気だとこの評価も当然です。主
体的・対話的で深い学びを実践していただき、卒
業後いずれ社会で出てからの十中生の活躍がと
ても楽しみです。
・教員の評価に対し保護者・生徒も同様の評価で
あり、３者の認識が高次元で一致している。従っ
て、ほぼ目標は実践できていると考えられる。

・中学生の英語は大事な内容なので、しっかり教えて
ほしい。
・修学旅行が長崎になったことで、平和について学び
考える機会が増え、大変よかったと思います。これを
きっかけに、今、世界で起きている諸問題について
も、目を向けられるようになっていると感じます。
・長崎への修学旅行は、事前学習、事後学習も含め、
平和や世界的視野を持って考えを深めるのにとても
良い影響があったのではと思います。英語について
は、一昔前よりALTの先生方の活用時間や内容が充
実し、生徒が外国の方とも恥ずかしがらず積極的に関
わる場面が増えたように感じます。いろいろな国ご出
身のALTの先生が増えると、日本の文化と比較した
り、いろいろな国の文化や歴史などを考えるきっかけ
になるかもしれないと思いました。英語でのコミュニ
ケーションについては、今はタブレットやスマートフォン
で簡単に翻訳ができるようになったことで、自分で英
訳して話さなければという意識が社会全体で薄れてき
ているようにも思います。
・学校は長崎修学旅行をはじめ、継続的に積極的に
【平和学習】を行い、生徒たちは世界との繋がりを意
識し学習し、自己の成長がみられる。
・評価は適正です。これも重要な評価項目ですが、高
得点で、しかも今の学校を見るとその通りで、評価は
適切だと思います。社会とつながる大田区を担う人材
の育成についても抜かりなく実践していただき素晴ら
しいことです。英語の授業に対する評価が多少低い
点については、先生方の到達目標を高く設定していた
だいたことが理由であることを確認しました。
・「学級会活動や英語の授業で、会話やコミュニケー
ションを通して国際感覚を学ぶ」に関する質問項目に
ついては保護者と生徒の肯定的な回答は高かった
が、教員の肯定的な回答は低かった。教員が考える
レベルには到達できていないと考えられる。今後更な
る取り組みが必要と思われる。

・豊かな人生を生き抜くための心のもち方は、家
庭からではないかと考える。
・習熟度別少人数教室は、教室の確保など大変
かと思いますが、生徒にとって大変有効と思いま
すのでぜひ続けていただきたいと思います。補習
教室や学習教室も、参加者がどの程度いるかは
わかりませんが、必要とする子もいると思うので、
続けていただければと思います。
・学校は生徒の個性を尊重し、日頃より教育を
行っている。　生徒たちは明るく朗らかで、将来楽
しみな成長を続けている。
・評価は適正です。以前のように、道徳授業を地
域の方への公開授業とすることを学校運営協議
会で検討してはいかがでしょうか。
・教員の評価に対し保護者・生徒も同様の評価で
あり、３者の認識が高次元で一致している。
従って、ほぼ目標は実践できていると考えられ
る。

保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標１に関す
る質問項目１～３に
おける肯定的な評
価の割合によって
成果の評価を行

う。
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を
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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世
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な
が
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際
都
市

お
お
た
を
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う
人
材
を
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標２に関す
る質問項目４～６に
おける肯定的な評
価の割合によって
成果の評価を行

う。

保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標３に関す
る質問項目７～１０
における肯定的な
評価の割合によっ
て成果の評価を行

う。

Ｄ

9

1

0

0

Ｂ

Ｃ



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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１：

40
％
未
満

Ｄ 0
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Ｃ 1

４：

80%
以
上

３：

60
％
以
上

２：

40
％
以
上

4

4

4

Ｃ 0

4

4

３：

60
％
以
上

0

Ｂ 0

Ｂ 1保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標７に関す
る質問項目２２～２
５における肯定的
な評価の割合に

よって成果の評価
を行う。

個別目標７に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者97.5％、生徒93.1％と高く、求
められる水準を上回っている。教
員の肯定的な評価の割合は
100％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「学校は、職場体験活動
やボランティア活動、防災訓練等
を通して地域と協力している」の質
問項目については、保護者、生
徒、教員の肯定的な回答はいず
れも96.0％を上回っている。
ボランティア部、音楽部、チアリー
デング部など各部活動で地域行
事に参加したり、生徒がボランティ
アとして地域と連携した避難訓練
に参加したりすることで、地域との
つながりを強めることができたと考
える。

コミュニティ・スクールとして、地域
や家庭と連携を図り、学校を運営
している。今年度は地域が運営母
体となり、地域と連携して「漢字検
定」を２回実施した。今後も「地域
の中の学校」として地域コミュニ
ティの核となり、地域社会としてこ
どもたちを育成する取組について
具体的に議論し、実践していく。

Ｄ 0

Ｃ 0

１：

40
％
未
満

③教職員の業務適正化等に取り組
み、児童・生徒に教員が向き合う時
間を確保する等、ウェルビーイング
を高める取組を行っている。

①インクルーシブ教育システムの
構築に向けて、教員の資質・能力
の向上や校内における支援体制の
充実、特別支援教室巡回指導教員
との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環
境を整備し、一人ひとりの能力や可
能性を最大限に伸ばすことを意図
した指導や支援を行っている。

4

4

4

4

②教職員がそれぞれの専門性を生
かしたり、地域の特色を生かしたり
して教育活動を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通
して、危険や災害に対する教育を
関係機関と連携しながら進めてい
る。

①学校や地域の伝統・特色や、安
心・安全な学校生活づくりを踏まえ
て、学習環境を整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、
早期対応等のための組織的な対応
を実施している。

4

①児童・生徒一人ひとりの可能性
を引き出す個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実の視点に
よる授業改善を行っている。

Ａ 9

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習
会、またはその双方を実施してい
る。

②登下校の見守り活動等の、児
童・生徒の健全育成や安全指導に
係る取組を地域の協力により実施
している。

4
２：

40
％
以
上

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が
連携・協働した様々な活動を実施し
ている。
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し

て
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校

を

つ

く

り

ま

す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：

80%
以
上

２：

40
％
以
上

３：

60
％
以
上

３：

60
％
以
上

保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標６に関す
る質問項目１９～２
１における肯定的
な評価の割合に

よって成果の評価
を行う。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教員の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教員が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
員
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

80%
以
上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標４に関す
る質問項目１１～１
３における肯定的
な評価の割合に

よって成果の評価
を行う。

２：

40
％
以
上

１：

40
％
未
満

保護者および生徒
対象に実施した学
校教育活動点検ア
ンケートにおいて、
個別目標５に関す
る質問項目１４～１
８における肯定的
な評価の割合に

よって成果の評価
を行う。

４：

80%
以
上

１：

40
％
未
満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別

目
標
６

柔
軟

で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心

な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ａ 10

Ｂ

Ｄ

個別目標６に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者98.8％、生徒98.2％と高く、求
められる水準を上回っている。教
員の肯定的な評価の割合は
100％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「学校は、学級や学校の
様子を便り・面談・保護者会等で
積極的に知らせている」の質問項
目については、保護者、生徒、教
員の肯定的な回答はいずれも
98.0％程度である。

学校や生徒の様子については、
週一回発行している学年通信や
月一回の学校便り、学校ホーム
ページ、運動会・十字祭などの行
事や学校公開日の参観を通して、
家庭や地域に示すことができてい
ると考える。

肯定的な回答は多いが、昨年９月
のゲリラ豪雨など災害時の危機対
応について、また、生徒の学習環
境の整備について、日頃から教職
員及び生徒の意識を高められるよ
うにする。

0

Ｂ 1

4

・災害時に中学生の協力のやり方などを指導してほし
い。
・保護者が行事や学校公開に積極的に参加する雰囲
気ができていて、学校の様子が見えやすく、安心して
通わせることができています。
・正門前の道路工事のため北門を使用していた期間
は、安全面、防犯面等大変だったと思います。無事工
事が済んで良かったです。昨年11月に学校の近隣で
事件があった際には、副校長先生や主事さんが現場
に出向いて情報収集をしているお姿を見掛けしまし
た。生徒たちの安全のため臨機応変なご対応ありが
とうございました。生徒たちはいつも通り安心して部活
動等に取り組んだり、下校したりできているようでし
た。
・生徒は学力向上の意欲が高いと感じる。教職員はそ
の手助けを可能な限り行っている。勉強が苦手な生
徒の保護者に対しフォローやアドバイスを積極的に
行っていく事も必要と感じる。
・評価は適正です。学校だより、ホームページでの広
報活動お疲れ様です。特にホームページは恐らく保護
者にとっては、学校の様子を知ることができ、貴重な
情報源になっていると思います。昨年のゲリラ豪雨の
際も、日頃の訓練の成果が発揮されたものと思いま
す。実は、これを地域に広め、逆に学校の取り組みが
地域の刺激になるよう、広報活動を行うのも、協議会
の役割だと思います。
・教員の評価に対し保護者・生徒も同様の評価であ
り、３者の認識が高次元で一致している。従って、ほ
ぼ目標は実践できていると考えられる。

・地域として、いつでも相談を受けます。
・様々な場所でボランティアとして十中生がいることを
目にして、地域における存在感を感じます。
・部活等の取り組みとして、生徒たちが地域の行事等
に参加してくれるのは、地域としても大変ありがたく、
今後も機会があればお願いしたいと思います。また万
一の災害時には、中学生は地域において大変大きな
力となります。これからも地域のいろいろな場面で活
躍してほしいと思います。
・教員も生徒も地域行事等において。ボランティアやク
ラブ活動等、積極的にかかわり、地域とのつながりを
大切にする姿勢あり。地域からも大切にされ、期待さ
れており学内での学びにとどまらず、地域とも連携し
ながら幅広い視点をもって生徒を育成している。
・コミュニティスクールの一環として、日本漢字検定の
準会場校として６月と１月に漢字検定を開催した。検
定運営に関しては学校、地域が連携し、延べ約１００
名の生徒が受検した。全国平均約３０％の合格率の
所、当校は約６０％の合格率を実現し、高い水準にあ
る。
・評価は適正です。人為的な広報活動も重要ですが、
やはり地域の方に、生徒の生の活動を見てもらうこと
が、何よりの広報活動になると思います。地域の防災
訓練については、校長先生より、単に参加や当日の
手伝いにとどまらず、企画段階から生徒にも関わらせ
てほしいとの提案をいただいています。適正な場づく
りの支援が地域の宿題だと思います。

・先生と生徒が話し合える関係は大事だと思う。
・先生方は日々お忙しい中、生徒たちとの信頼関係を
深めるため、本当に熱心に取り組んでくださっていると
思います。が、その時間を確保するには、遅い時間ま
での勤務や休日出勤が常態化していると考えます。
先生方のお身体が心配です。学校の努力だけでどう
なることでもなく、区や都が、増える一方の事務処理
作業や同じような書類の作成提出を少しでも減らして
くれることを祈るばかりです。
・教職員はベテランから若手までバランスよく配置さ
れ、生徒とも適切な距離感で教育を行っている。　若
い先生も地域との連携を経験し今後も人間力を高め
てもらいたい。
・評価は適正です。

先生方の業務適正化の問題につきましては、学校の
問題と言うより行政の問題だと思います。効率化の名
のもとに、結果として先生方の負担を増加させている
事例がありそうです。授業研究や、生徒と向き合う時
間の確保を中心に本当に何が効率的なのかを、学校
運営協議会を中心に検討しましょう。例えば、保護者
や、周辺住民との対応まで先生方の仕事かとなると
少し話が違うと思います。なにかあれば、具体的課題
として、今後も協議会にご報告をお願いします。
・教員の評価に対し保護者・生徒も同様の評価であ
り、３者の認識が高次元で一致している。
従って、ほぼ目標は実践できていると考えられる。

個別目標４に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者92.4％、生徒92.1％と高く、求
められる水準を上回っている。教
員の肯定的な評価の割合は
98.0％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「教職員は、生徒と自然
に向き合い信頼できる関係を築い
ている」の質問項目については、
保護者、生徒の肯定的な回答は
いずれも96.0％を上回っている。

教員が、授業の休み時間に生徒と
積極的に会話をしたり、スクール
カウンセラーと連携して生徒一人
一人と対話することを重視したり、
生徒の「生活記録ノート」を毎日
チェックしてコメントを返信したりす
るなど、生徒との信頼関係を構築
するように努めていることが背景
にあると考える。

生徒に向き合う時間を十分確保す
るために、教員は授業や行事の準
備、事務処理の時間の効率化を
日々図っているが、ウェルビーイ
ングの視点で言えばまだ道半ばで
ある。休日に、あるいは平日遅くま
で勤務している教員の業務適正化
を図る事が課題である。

4

・十中生で良かったと言えるのは、楽しく過ごしている
と感じているからだと思う。
・運動会や十字祭を拝見し、十中生はとてものびのび
としていると感じました。十中に入って良かったと思う
生徒が多いとのこと素晴らしいです。が、少数とはい
え、そうではない生徒もいるので、スクールカウンセ
ラーによる全員面接は大変有効と思います。不登校
の増加などでは、学校以外に原因があるケースもある
ので、先生方がこれ以上大変にならないよう、学校だ
けで抱えず、場合によっては医療機関や警察等々の
外部機関に繋げて連携していただければと思います。
・生徒はいわゆる思春期の中で様々な悩みを抱えな
がら学校生活を送っていると思うが、教職員は生徒を
思いやり、教育を行っている。　多様性を重んじ、試行
錯誤しながら対応を行っている。
・評価は適正です。自己肯定感の醸成は次の課題か
も知れませんが、既に協議会でもお話しをいただいて
います。自分自身を思い出しても、思春期当時は、悩
みの連続でその時期があって、今があると思うと当時
の悩みはとても重要だったと思います。上記の評価項
目で、基礎的な素地の育成はしっかりできているの
で、悩みに対して、自己の否定ではなく、スキルの向
上の方へ向けられたら良いと思います。生徒に十中
に入学して良かったとの評価と同様に、先生方にも十
中に勤務して良かったと思っていただける学校作りに
協力したいと思います。
・教員の評価に対し保護者・生徒も同様の評価であ
り、３者の認識が高次元で一致している。
従って、ほぼ目標は実践できていると考えられる。

個別目標５に関する質問項目の
肯定的な評価回答の割合は、保
護者97.1％、生徒95.6％と高く、求
められる水準を上回っている。教
員の肯定的な評価の割合は
98.8％で、同様に高い水準にあ
る。
特に、「大森第十中学校に入学し
て良かったと思う」という内容の質
問項目については、保護者、生徒
の肯定的な回答はいずれも98.0％
を上回っている。行事の事前や事
後に、互いを認め合う活動を実施
したり、教員が生徒のよいところを
積極的に褒めたりすることが、生
徒の自己肯定感や自己有用感を
高めていると考える。

また、スクールカウンセラーによる
全生徒を対象とした面接を実施し
たり、「学級集団調査(WebQU)」の
結果を踏まえ、生徒の心の変容や
困り感を把握して速やかに対応し
たりすることで、いじめの未然防止
や早期発見を行うことができてい
る。

4

Ｃ


